
 

平成 29 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス   
教科目名 応用物理 II  担当教員  富田 勲 
学年学科 ５年 電子制御工学科 前期 選択 1 単位(学修)  
学習・教育目標 （Ｄ－１）1００％  JABEE 基準１（１）：（ｃ）  
授業の目標と期待される効果：授業の目標と期待される効果：授業の目標と期待される効果：授業の目標と期待される効果： 

現代物理学のうち，量子論とそれに基づい

ていくつかの物性に関する概要を講義する。 
その中で，量子論を必要とする理由について

古典論では説明できない物理現象を理解す

ることにより習得する。原子の構造，分子の

結合，電気伝導，超伝導などについて，量子

論と物性論の立場から理解を深める。 
以下の項目を目標とする。 

①原子，電子の発見を通してミクロな世界に 
目を向け，電子波，波動関数の意味を正し 
く理解する。 

②水素原子，多電子原子の電子構造に基づい 
て元素の性質を理解する。 

③固体の結合の仕方について理解する。 
④固体のバンド構造と電気伝導との関連に

ついて理解する。 
⑤相転移と超伝導について理解する。 
 

成績評価の方法：成績評価の方法：成績評価の方法：成績評価の方法：  
中間試験（100 点）＋期末試験（100 点）＋課題・レポート・教室

外学修（50 点）の合計点 250 点に対する総得点率（％）によって成

績評価を行う。 
 

達成度評価の基準：達成度評価の基準：達成度評価の基準：達成度評価の基準： 
教科書の練習問題と同レベルの問題を試験で出題し，6 割以上の

正答レベルまで達していること。 
    

①電子波，波動関数の意味が理解できる。（60%％以上） 
②水素原子，多電子原子の電子構造に基づいて元素の性質が理解で

きる。（60%％以上） 
③固体の結合の仕方が理解できる。（60%％以上） 
④固体のバンド構造と電気伝導との関連について理解できる。

（60%％以上） 
⑤相転移と超伝導について理解できる。（60%％以上） 

授業の進め方とアドバイス： 
授業は，講義＋演習形式で進める。授業での演習と同レベルの問題をレポート課題にするので、各自が十分な学

習と演習を行うこと。 
 

教科書および参考書： 
  「現代物理学」 （長岡洋介；東京教学社）（参考書） 
 「工科系のための現代物理学」 （原 康夫・岡崎 誠；裳華房）（参考書） 
 
授業の概要と予定：前期  教室外学修 AL のレベル 

第 １回：原子の発見，気体分子運動論，固体の熱振動 固体の熱振動に関する演習 C 

第 ２回：電子の発見，原子の構造，原子と光，熱放射  熱放射に関する演習 C 

第 ３回：量子論の誕生，光電効果，固体の比熱， 
軌道の量子化 

原子構造に関する演習 C 

第 ４回：波としての粒子，X 線回折と電子回折， 
波動関数 

波動関数に関する演習 C 

第 ５回：不確定性原理，振動子の量子状態 振動子の量子状態に関する演習 C 

第 ６回：水素原子，多電子原子，元素の周期律 水素原子に関する演習 C 

第 ７回：分子の結合，固体の構造 固体の構造に関する演習  C 

第 ８回：中間試験    

第 ９回：原子・分子・固体の構造と電子状態に関する 
演習問題の解き方の講義 

原子・分子・固体の構造と電子状態に

関する演習 
C 

第１０回：固体の結合 固体の結合に関する演習 C 

第１１回：固体のバンド構造，金属と絶縁体 バンド構造に関する演習 C 

第１２回：金属の伝導電子，フェルミエネルギー フェルミエネルギーに関する演習 C 

第１３回：半導体と準位 半導体と準位に関する演習 C 

第１４回：強磁性体の相転移，超伝導 相転移と超伝導に関する演習 C 

期末試験 

第１５回：金属・半導体・強磁性体・超伝導体に関する演習問題の解き方の講義 

 
 
 



 

評価（ルーブリック） 
 
達成度 

評価項目 
理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 
電子波，波動関数の意味が

80%以上理解できる。 
電子波，波動関数の意味が

60%以上理解できる。 
電子波，波動関数の意味が理

解できない。 

② 

水素原子，多電子原子の電

子構造に基づいて元素の

性質が 80%以上理解でき

る。 

水素原子，多電子原子の電

子構造に基づいて元素の

性質が 60%以上理解でき

る。 

水素原子，多電子原子の電子

構造に基づいて元素の性質

が理解できない。 

③ 
固体の結合の仕方が 80%
以上理解できる。 

固体の結合の仕方が 60%
以上理解できる。 

固体の結合の仕方が理解で

きない。 

④ 
固体のバンド構造と電気

伝導との関連について

80%以上理解できる。 

固体のバンド構造と電気

伝導との関連について

60%以上理解できる。 

固体のバンド構造と電気伝

導との関連について理解で

きない。 

⑤ 
相転移と超伝導について

80%以上理解できる。 
相転移と超伝導について

60%以上理解できる。 
相転移と超伝導について理

解できない。 

 
 


